
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族を思って 
（C 家族愛，家庭生活の充実） 

ブラッドレーはどんな気持ちで請求書を

置いたのか？ 

ねらい 

★ブラッドレーが母の無償の愛情に 

気付くまでの気持ちに自己投影しな

がら考えられるようにしたい。 

★家族と支え合って楽しく家庭生活を 

送ろうとする心情を育てたい。 

ブラッドレーのせいきゅう書 

工夫 

・事前アンケートの結果をテキ

ストマイニングの方式でテ

レビに映す。→自分事 

・自分の考え→グループ→ 

全体の流れで考えが広がる

話合い形式 

・構造的な板書で母とブラッ

ドレーの違いに着目させる。 

・終末の説話で ICT機器を活

用する。 

ブラッドレーは母の請求書を見て、どんな

気持ちになったのか？ 

協議会を通して学んだこと 

・発問の視点・・・中心発問を深めるための補助発問の設定が大切。ねらいに近付く

ように、視点をもって意図的に深める発問をしていく。 

・話合い・・・まず自分の意見をもつことが話合いのスタート。 

・ＩＣＴの活用・・・導入や展開後段でアンケートの内容を活用したり終末の説話で 

写真を見せたりすることが有効。 

・家庭生活について扱う際は、それぞれの環境や状況に十分配慮する。 

お金をもらおうなんて考えなければよ

かった。 

お母さんに申し訳ない。 

家族のために心がけてしていることは？ 

・家事のお手伝いを喜ばせたいという気持ちでして

いる。 

・お母さんの宝物だから、毎日生命（いのち）を無駄

にしないように生活している。 

・お皿洗いをしたときに家族から「ありがとう」と言わ

れて嬉しい気持ちになる。 

怒られたらどうしよう。 

４年 

うまくいくかなぁ。 

お母さんはこんなにしてくれていたの

に…。 

お金がほしい。 


